
裏面あり 

本の検索はこちらから→ 

本校と美里町図書館の蔵書を同時に検索することができます。 

図書館ニュース 
小牛田農林高等学校図書館 

第１号 

令和６年４月９日 

 

 入学・進級おめでとうございます。 

 新入生のみなさん、図書館は１年生教室と同じ３階の西端にあります。オリエンテーシ

ョン前でも借りられますので、是非足を運んでください。 

在校生も、改めて図書館の利用について確認してください。 

 

＊図書館利用案内＊ 

開館時間 

 午前８：４０から午後４：５０まで 

貸出 

 １人５冊まで、２週間借りることができます。 

 カウンターでクラス・番号・氏名を申し出てください。 

返却 

 開館時はカウンターで直接返却してください。 

 閉館時は図書館入口にある「返却 BOX」へお返しください。 

 

 

 

 

 

＊購入リクエストについて＊ 
 学校の図書館は、生徒のみなさんのための図書館です。読んでみたい小説、気になる職業

の本、部活動に関する本・・・リクエストをお待ちしています。カウンターで伝えていただ

くか、下記の用紙に記入して提出してください。購入の可否を検討し、回答します。 

---------------------------------切り取り--------------------------------- 

リクエスト用紙 

  年  組  番 氏名          

書名 著者名 出版者 

   

※具体的な書名が分からない場合は「○○に関する本」でも OKです。 

新着コーナーをチェック！ 

探究学習に役立つ本 

ソファーコーナーでゆっくり読書 

ラノベやマンガもあります 



 ＊多読賞について＊ 
年間貸出冊数５０冊以上の上位１０名を表彰しています。上位５名には副賞として図書

カードを贈呈します。 
 

気になる本はどんどん読んで、お気に入りの一冊（一行、ひと言）に出会ってくださ

い。１０代の感性で読書ができるのは、今だけの特権です。ついつい触ってしまうスマホ

ですが、同じくらいの重さの文庫本に持ち替えてみれば、違った世界が見えてくるかもし

れません。 

 

テーマ展示 映像化作品特集 

 映画化、ドラマ化作品の原作を集めて展示します。見てから読む派、読んでから見る派、

お気に入り作品の映像化は見たくない派・・・みなさんはどうでしょうか。 

 

 

 

常設コーナー ？（クエスチョン）を探す本 

 探究学習に限らず、「なぜ」という疑問を持つことが、生涯続く学びのスタート。

自分自身や社会の中の「なぜ」を探すヒントとなるような本や、昨年度の探究テ

ーマをもとに、分野ごとの参考資料を集めて展示しています。 
 

 

『52 ヘルツのクジラたち』 

町田そのこ 著 

中央公論社 

 

＊映画化 

 自分の人生を家族に搾取

されてきた女性・貴瑚と、母に

虐待され「ムシ」と呼ばれてい

た少年の新たな魂の物語。 

  

『舟を編む』 

三浦しをん 著 

光文社 

 

＊ドラマ化 

 辞書編集部の個性的な

面々によって織りなされる人間

ドラマを描いた長編小説。本屋

大賞受賞作で、これまでにも映

画化、アニメ化されている作

品。 

     

 

『変な家』 

雨穴 著 

飛鳥新社 

 

＊映画化 

 

 謎の空間、二重の扉、窓の

ない子供部屋…この家、何か

がおかしい。間取りの謎を解き

明かす不動産ミステリー。 

『変な家２』『変な絵』も合

わせてどうぞ。 

  

『箱男』 

安部公房 著 

新潮社 

 

＊作者の生誕 100 年にあたる

2024 年に映画公開予定 

 ダンボール箱を頭からすっぽり

とかぶり、都市をさまよう箱男。

その箱男が、箱の中で、箱男の

記録をつけている、という前提

で物語は記述されていくのです

が・・・幻惑されること必至の実

験的小説。 

 

『学びの技 

14 歳からの 

探究・論文・プレゼンテーション 

改訂版』 

 

登本洋子 他 著 

玉川大学出版部 

 自分の興味・関心からスタ

ートして、学びを深めていく方

法が段階的に丁寧に解説さ

れています。 

 まずは「Prologue0/探究に

向かう技」「Chapter1/論題

設定の技」を読んでみよう。 

  

『しなきゃ、なんてない』 

 

 

 

LIFULL 作 

LIFULL 

 社会課題の背景にある、

私たちを縛る「しなきゃ」。例

えば「子育ては母親がやらな

きゃ」「決められた場所で働か

なきゃ」をなくしていくにはどう

したら良い？イラストとデータ

で考えていきます。 


